
第 1 回京都府土地開発公社発注業務に係る 

不正事案再発防止対策検討委員会の概要 

 

令和６年１月２６日 

京都府土地開発公社 

 

１ 開催日時 

 令和６年１月２６日（金）１０：００～１１：３０ 

 

２ 開催場所 

 京都府庁第３号館第５会議室 

 

３ 出 席 者 

区  分 氏  名 役     職 摘   要 

有識者委員 

大西 正光 京都大学大学院工学研究科教授 委員長代理 

田中 彰寿 弁護士（田中彰寿法律事務所） 委員長 

常峰 和子 公認会計士（有限責任監査法人トーマツ／

京都府入札制度等検討委員会委員） 

 

行 政 委 員 

中川 匡史 国土交通省近畿地方整備局京都国道事務

所副所長（京都府建設工事総合評価競争

入札委員会委員） 

 

林  龍夫 京都府建設交通部技監（土木担当）  

 事務局：京都府土地開発公社 

藤森理事長、仲久保常務理事、奥村事務局長、佐々木業務部長、中川総務部長 

林口新名神事務所長、四方北部事務所長、納庄南部事務所長ほか 

   

４ 議事概要 

（１）委員長選出 

田中委員を委員長に選出 

委員長から大西委員を委員長代理に指名 

（２）事件の経過等について 

事実経過、当該業務に係る指名競争入札の概要、緊急職員会議や緊急研修、職場内

ミーティング等、事案発生後の京都府土地開発公社の緊急的措置等について事務局から

報告し意見交換 

主な意見等 

・法令違反してまで行動した原因がどこにあるのか検証が必要 

・入札者指名選考に個人の恣意性が反映されたことは問題 

・事業者との応接ルールの徹底が必要 



 

（３）再発防止対策検討のための業務点検について 

京都府土地開発公社の入札契約制度の現状、業務点検等の結果、要因分析を事務局か

ら説明し意見交換 

①京都府土地開発公社の入札契約制度等について 

   ・京都府の入札契約制度とコンプライアンスの取組 

   ・京都府土地開発公社の入札契約制度とコンプライアンスの取組 

 主な意見等 

  ・指名選考委員会におけるチェック機能の強化が必要 

  ・指名競争入札における不公平感を低減する仕組みが必要 

②業務点検等の結果について 

・コンプライアンスに関する点検 

・入札契約手続きに関する規定の遵守状況に係る点検 

・職場環境の点検 

主な意見等 

・事業者対応は複数で行うことを徹底すべき 

・継続的なコンプライアンス研修が必要 

・管理職に特化した研修も必要 

・発注職員行動指針に基づくコンプライアンス管理指導者を設置すべき 

③要因分析について 

・幹部職員に求められるコンプライアンス意識の欠如 

・入札手続きにおける運用面の課題 

・不正を未然に防げなかった職場環境 

主な意見等 

・公益通報制度を整備すべき 

・内部監査、業務監査により業務のチェックを行うべき 


